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  中世の間に忘れられていたギリシャ・ローマの古典文化の復興を目 

指し、さらに人間の個性を重んじ、個々の能力を最大限に生かすよ 

う努力する姿勢の事（イミダスより） 

  今流に置き換えると、「今日､忘れられている古き良い習慣や道徳を 

取り戻し、今後の教育の中で個性や知性を最大限に引き出す教育や 

問題解決に向けて努力する姿勢」です。 
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関野 たかなり 

 私のやりたい事  

●スポーツ振興都市への環境つくりの推進 

●地域伝統文化の発展 

●個性を伸ばす教育の実現 

●民間経営感覚を取り入れた行財政改革 

●環境問題・リサイクル社会の構築 

●自然と人間社会の共存共栄 

●全ての世代がコミュニケーションをはかれる社会の実現 

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
と
行
政
が
い
っ
し
ょ
に
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。。  

前
回
・
前
々
回
と
左
記
に
書
か
れ
て
い
る
「
私
の
や
り
た
い
事
」
の
中
か
ら
項
目
別
に
書
い
た
文
章
を
み

な
さ
ん
に
配
布
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
、
ま
ず
こ
の
７
項
目
が
、
今
一
番
先
に
市
民
の
声
を
も
と
に
行

政
が
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
や
市
議
会
議
員
が
先
頭
に
立
ち
、
市
民

の
意
見
を
聞
く
場
所
の
提
供
（
開
催
）
を
進
め
、
市
民
の
言
葉
を
聴
く
事
が
今
一
番
先
に
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
だ
と
考
え
ま
す
。 

市民情報ネットワーク構図 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 

の
育
成
や
情
報
提
供
の
為
の 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
団
体 



公
民
館
の
つ
ど
い
は
、
午
前
と
午
後
に
分
か
れ

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

午
前
中
は
、
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
自
主

グ
ル
ー
プ
（
健
康
・
保
育
室
・
子
育
て
・
国
際

交
流
・
青
少
年
・
地
域
「
福
祉
」
）
の
５
つ
の

問
題
点
や
解
決
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
午
後
は
、
５
つ
の
自
主
グ
ル
ー
プ
の
参
加

者
が
５
班
に
（
１
班
、
各
自
主
グ
ル
ー
プ
の
方

が
い
き
わ
た
る
様
に
）
別
れ
て
話
し
合
い
を
行

い
、
各
班
の
代
表
者
が
市
長
に
な
っ
た
つ
も
り

で
「
政
策
宣
言
」
を
作
成
し
発
表
し
て
い
き
ま

し
た
。
５
班
と
も
各
自
主
グ
ル
ー
プ
の
方
が
い

る
為
か
、
発
表
さ
れ
た
内
容
は
、
み
な
さ
ん
同

じ
様
な
内
容
で
し
た
が
、
市
民
の
本
当
の
声
を

聞
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

 

● 

心
の
豊
か
さ 

● 

市
民
参
加
で
市
政
を
変
え
て
い
き
た
い 

● 

小
学
校
の
空
き
教
室
の
解
放 

● 

０
歳
児
保
育
を
創
っ
て
欲
し
い 

● 
母
父
に
育
児
友
達
を
！ 

● 
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
欲
し
い 

● 

市
民
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
し
た
い 

 

な
ど
多
数
の
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
様
な
問
題
に
つ
い
て
も
、
上
記
の
（
お
も

て
面
）
の
住
民
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
う
こ

と
に
よ
り
東
大
和
市
の
財
政
を
圧
迫
せ
ず
、
市

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
く
と
考
え

関野たかなりプロフィール 

昭和48年10月14日 東大和市生まれ 29歳 身長183cm 体重75kg 

都立北多摩高校卒業、衆議院議員のもとで政策を学び、1999年25歳で、現「石

原慎太郎都知事」より必勝祈願を受け、東大和市市議会議員選挙に挑戦するが惜

敗。グループホームをしている母のもとで育ち、会社役員として働く。その他、

障害者の在宅福祉の現場でボランティアをし、高齢者パソコン教室では責任者と

してＮＰＯ事業協議会で活動中。 
 
趣味・サッカー、野球、サーフィンなどスポーツ大好き人間 

おもて面の市民情報ネットワーク構築図の利用のしかた。 

例として、教育問題をとってみると、学校教育・家庭教育・社会教育と教育にもいろいろとあります。

行政が行える教育としては、学校教育だけです。では残った家庭教育・社会教育の問題を解決するに

はどうしたらよいのか？それがこのネットワークを使うことにより解決出来ると考えます。家庭教育

については一人で考えるのではなく経験者や同じ問題を抱えた仲間で話し合う事により解決策など

が見つかると考えます。社会教育については学校教員や色々な専門知識を持つ先生を呼んでの課外授

業などを行うことにより社会での経験が養われると考えます。 

その他の市民の問題（育児・教育・健康・趣味・福祉・青少年・国際交流などなど）についても、一

人で考え悩むのではなく同じ問題を抱えた方々が集まることにより、悩み相談や解決策が見つかるは

ずです。 

また、ボランティアに参加した事のない市民や、参加したいけどどうすれば良いのか分からない市民

の方々が、参加する事が可能になり、参加人員が増えていき、多くの方が参加し協力できる体制を作

る事が可能になります。このネットワークを利用する事で、東大和市で行われている事や市民一人一

人が欲しいと思う情報も捜す事が可能になり、地域住民同士のつながりが出来、防犯対策や地域問題

など「市民と市民」「市民と行政」との架け橋（ネットワーク）となる事でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行者関野たかなり 

このレポートは、東大和全域に配布しています。本紙へのご感想・

ご意見／地域に関する疑問・投稿などどしどしお寄せください。 

Tel 042-567-4332 Fax 042-566-3488 

E-mail sekino_takanari@hotmail.com 

U R L  www.sekino-takanari.com 

先月・中央公民館にて 

「こんなまちほしいね！」～みんなで見つけよう・東大和の未来

～」 
 


